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1945 年 8 月 9 日、一発の原爆が、国際文化の街―長崎を地獄に変えました。熱線と爆風と放射線
は７万余のいのちを奪い、かろうじて生きのびた人々に、62年を経てもなお消えることのない深い傷
を刻みつけました。 
長崎と広島の惨劇と被爆者の苦しみは教えています。人類は核兵器と決して共存できないと―。 

長崎出身の防衛大臣の原爆投下は「しょうがない」発言は、この事実に目を閉ざし、核使用の容認に

つながるものでした。大臣を辞任に追いこんだのは、被爆者はじめ被爆国民の核兵器の使用はもちろ

んその存在も許さない強い思いです。 
核兵器廃絶を求める被爆者の叫びは、いま圧倒的多数の政府をふくむ世界の声となっています。

2010年の核不拡散条約(NPT)再検討会議にむけ、草の根の運動、市民社会と政府の連帯した力で、核
兵器廃絶の「明確な約束」の実行をせまっていく決意が高まっています。 
「テロと核拡散」を口実に、核をふくむ先制攻撃戦略を推進しているアメリカは、イラク戦争の泥

沼化によって、国内外のきびしい非難にさらされ、孤立を深めています。日本では、参議院選挙で安

倍政権に厳しい審判が下り、“アメリカとともに戦争する国づくり”をめざす 9条改憲のくわだてに、
大きな打撃をあたえました。 
いまこそ、「核兵器なくせ！」「非核・平和の日本を！」「憲法９条まもれ！」の声をひろげ、国民的

な行動を力強く発展させるときです。私たちは被爆地・長崎からよびかけます。 
 
○ 2010年の NPT再検討会議にむけ、核兵器廃絶の世論と行動を大きくひろげましょう。国連と諸
国政府に核兵器全面禁止条約の協議開始を求めましょう。 

○ 国連総会、NPT 再検討会議準備委員会を節目に、「すみやかな核兵器の廃絶のために」署名を
大きくひろげましょう。6･9行動や地域・職場・学園での日常的なとりくみを強めましょう。 
○ 核兵器廃絶と「非核三原則」の厳守を政府に宣言させる「非核日本宣言」運動を、9 月議会
を皮切りに各地域でひろげましょう。 

○ 「憲法９条まもれ！」の国民的な行動と共同をさらに発展させましょう。 
○ 沖縄はじめ全国の米軍基地再編･強化反対のたたかい、横須賀の原子力空母母港化反対のた

たかいをひろげましょう。イラクやインド洋から自衛隊を撤退させましょう。 
○ 原爆症認定集団訴訟の全面解決と認定制度の抜本的改善を強く求めましょう。 
○ エジプト（10月）など世界各地で原爆展にとりくみましょう。被爆者とともに、その体験や
ねがいを受け継ぎ、次の世代と世界に伝える活動をいっそう強めましょう。 

 
 「核兵器のない平和で公正な世界」の実現は可能です。力をあわせ、いまこそ行動に立ちあがりま

しょう。 
 ノーモア・ナガサキ！ ノーモア・ヒロシマ！ ノーモア・ヒバクシャ！  
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